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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　磁気モーションブロックを備え、磁気モーションブロックがインナーポストおよび外環
部を有する往復振動式発電装置であって、
　円柱状であり軸方向において異なる磁極を有する柱形磁石（１０７）、および、柱形磁
石（１０７）の外部で柱形磁石（１０７）を覆う外側導磁体（１０８）が設置されており
、柱形磁石（１０７）および外側導磁体（１０８）が、モーションブロックアセンブリ（
１０６）を形成し、相対設置されていることで磁気回路を形成し、同期に軸方向に移動可
能であり、柱形磁石（１０７）の外径が外側導磁体（１０８）の内径より小さく形成され
ており、柱形磁石（１０７）と外側導磁体（１０８）との間に環状の隙間が形成されてお
り環状の発電コイル（１０４）が通過し、環状の発電コイル（１０４）が軸方向における
往復振動を行うとき、レンツの法則の効果により、環状の発電コイル（１０４）が電気エ
ネルギーを発生し、
　ハウジング（１００）は、弱導磁性および弱導電性材料により構成され、中空の円筒形
を呈し、かつ内部の一端は内部に向かって一つの環状巻線コネクタ（１０１）を延伸し、
その末端は延伸して環状の発電コイル（１０４）と連結し、その環状巻線コネクタ（１０
１）とハウジング（１００）の内孔との間に環状空間（１０３）を備え、環状巻線コネク
タ（１０１）の中心に円孔状空間（１０２）を備え、環状の発電コイル（１０４）に出力
導線（１０５）を設けることにより、環状の発電コイル（１０４）の発電電気エネルギー
を外部に出力し、
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　モーションブロックアセンブリ（１０６）は、弱導磁性および弱導電性材料により構成
され、カップ構造（１１０）により構成されており、外側導磁体（１０８）と結合し、カ
ップ構造（１１０）の中に中柱（１０９）と結合する柱形磁石（１０７）を設け、かつモ
ーションブロックの中柱（１０９）の周りはモーションブロックのカップ構造（１１０）
と内部の環状空間（１１１）を形成することにより、環状の発電コイル（１０４）と環状
巻線コネクタ（１０１）が結合し、モーションブロックとコイルを相対的に軸方向に変位
させ、かつ環状巻線コネクタ（１０１）の円孔状空間（１０２）と柱形磁石（１０７）、
モーションブロックの中柱（１０９）を相対的に軸方向に変位させ、
　環状巻線コネクタ（１０１）の円孔状空間（１０２）とハウジング（１００）内壁との
間に第一バッファー体（１１２）を設置し、モーションブロックアセンブリ（１０６）の
中心柱体（１０９）と柱形磁石（１０７）と外側導磁体（１０８）が軸方向に変位すると
き、緩衝し、
　上述したモーションブロックが軸方向において往復振動し、柱形磁石（１０７）と外側
導磁体（１０８）が環状の発電コイル（１０４）を通過するとき、環状の発電コイル（１
０４）が電気エネルギーを発生しし、
　ハウジング（１００）の内部の円筒空間（１１４）はモーションブロックアセンブリ（
１０６）の周辺を収容し相対的に軸方向に変位し、かつモーションブロックアセンブリ（
１０６）とハウジング（１００）の内部にある円筒空間（１１４）に内壁との間に第二バ
ッファー体（１１３）を設置し、モーションブロックアセンブリ（１０６）が軸方向に変
位するとき、緩衝することを特徴とする往復振動式発電装置。
【請求項２】
　環状の発電コイル（１０４）内部で柱形磁石（１０７）とカップリングし、環状の発電
コイル（１０４）の外部で柱形磁石（１０７）と相対的に同じ極性である外側磁石（１１
７）とカップリングし、請求項1に記載の外側導磁体（１０８）の替わりに外側磁石（１
１７）が設けられており、
　ハウジング（１００）は、弱導磁性および弱導電性材料により構成され、中空の円筒形
を呈し、かつ内部の一端は内部に向かって一つの環状巻線コネクタ（１０１）を延伸し、
その末端は延伸して環状の発電コイル（１０４）と連結し、その環状巻線コネクタ（１０
１）とハウジング（１００）の内孔との間に環状空間（１０３）を備え、環状巻線コネク
タ（１０１）の中心に円孔状空間（１０２）を備え、環状の発電コイル（１０４）に出力
導線（１０５）を設けることにより、環状の発電コイル（１０４）の発電電気エネルギー
を外部に出力し、
　モーションブロックアセンブリ（１０６）は、弱導磁性および弱導電性材料により構成
され、カップ構造（１１０）により構成され、外側磁石（１１７）と結合し、モーション
ブロックのカップ構造（１１０）の中間部に柱形磁石（１０７）と結合するモーションブ
ロックの中柱（１０９）を有し、モーションブロックの中柱（１０９）の周りはモーショ
ンブロックのカップ構造（１１０）と内部の環状空間（１１１）を形成することにより、
環状の発電コイル（１０４）および環状巻線コネクタ（１０１）と結合し、モーションブ
ロックおよびコイルを相対的に軸方向に変位させ、かつ環状巻線コネクタ（１０１）の円
孔状空間（１０２）は柱形磁石（１０７）およびモーションブロックの中柱（１０９）と
結合し、モーションブロックおよびコイルを相対的に軸方向に変位させ、
　環状巻線コネクタ（１０１）の円孔状空間（１０２）とハウジング（１００）内壁との
間に第一バッファー体（１１２）を設置し、モーションブロックの中柱（１０９）と柱形
磁石（１０７）と外側磁石（１１７）が軸方向に変位するとき、緩衝し、
　モーションブロックが軸方向に往復移動し、柱形磁石（１０７）および外側磁石（１１
７）が環状の発電コイル（１０４）を通過するとき、環状の発電コイル（１０４）が発電
し、
　ハウジング（１００）の内部の円筒空間（１１４）はモーションブロックアセンブリ（
１０６）の周辺を収容し相対的に軸方向に変位し、モーションブロックアセンブリ（１０
６）とハウジング（１００）の内部にある円筒空間（１１４）に内壁との間に第二バッフ
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ァー体（１１３）を設置し、モーションブロックアセンブリ（１０６）が軸方向に変位す
るとき、緩衝し、
　柱形磁石（１０７）と外側磁石（１１７）は、環状の発電コイル（１０４）の磁極面に
相対して同極性であることを含むことを特徴とする請求項１に記載の往復振動式発電装置
。
【請求項３】
　柱形磁石（１０７）と外側磁石（１１７）は、環状の発電コイル（１０４）に対向する
磁極面が異なる極性を有することを特徴とする請求項２に記載の往復振動式発電装置。
【請求項４】
　環状の発電コイル（１０４）、および、軸方向において当該環状の発電コイル（１０４
）と離間している他の環状の発電コイル（２０４）により構成され、環状の発電コイル（
１０４）および他の環状の発電コイル（２０４）の内部で柱形磁石（１０７）および他の
柱形磁石（２０７）とカップリングし、外部で外側導磁体（１０８）および他の外側導磁
体（２０８）とカップリングし、
　ハウジング（１００）は、弱導磁性および弱導電性材料により構成され、中空の円筒形
を呈し、かつ内部の一端は内部に向かって一つの環状巻線コネクタ（１０１）を延伸し、
その末端は延伸して環状の発電コイル（１０４）と結合し、更に他の環状巻線コネクタ（
２０１）と結合し、また延伸して他の環状の発電コイル（２０４）と結合し、その環状巻
線コネクタ（１０１）とハウジング（１００）の内孔との間に環状空間（１０３）を備え
、環状の発電コイル（１０４）および他の環状の発電コイル（２０４）を並列接続し、ま
たは直列接続することにより発電電圧を加え、環状の発電コイル（１０４）および他の環
状の発電コイル（２０４）毎に出力導線（１０５）が設けられており、環状の発電コイル
（１０４）および他の環状の発電コイル（２０４）の発電電気エネルギーを外部に出力し
、
　モーションブロックアセンブリ（２０６）は、弱導磁性および弱導電性材料により構成
され、カップ構造（１１０）により構成され、外側導磁体（１０８）、およびカップ構造
の分割リング（２１０）と結合し、延伸して他の外側導磁体（２０８）と結合し、カップ
構造（１１０）の中にモーションブロックの中柱（１０９）を有し、柱形磁石（１０７）
、および、他のモーションブロックの中柱（２０９）と結合し、延伸して他の柱形磁石（
２０７）と結合し、モーションブロックの中柱（１０９）の周りはモーションブロックの
カップ構造（１１０）と内部の環状空間（１１１）を形成することにより、環状の発電コ
イル（１０４）および他の環状の発電コイル（２０４）と他の環状巻線コネクタ（２０１
）および環状巻線コネクタ（１０１）とを収容し、相対的に軸方向に変位させ、かつ環状
巻線コネクタ（１０１）と他の環状巻線コネクタ（２０１）の円孔状空間（１０２）と柱
形磁石（１０７）および他の柱形磁石（２０７）、モーションブロックの中柱（１０９）
および他のモーションブロックの中柱（２０９）を相対的に軸方向に変位させ、
　環状巻線コネクタ（１０１）の円孔状空間（１０２）とハウジング（１００）内壁との
間に第一バッファー体（１１２）を設置し、モーションブロックの中柱（１０９）および
他のモーションブロックの中柱（２０９）と柱形磁石（１０７）および他の柱形磁石（２
０７）と外側導磁体（１０８）および他の外側導磁体（２０８）とが軸方向に変位すると
き、緩衝し、
　上述した柱形磁石（１０７）および他の柱形磁石（２０７）を通して他のモーションブ
ロックの中柱（２０９）を隔てる間隔と環状の発電コイル（１０４）および他の環状の発
電コイル（２０４）を通して他の環状巻線コネクタ（２０１）を隔てる間隔は、モーショ
ンブロックが軸方向に往復振動し、柱形磁石（１０７）および他の柱形磁石（２０７）と
外側導磁体（１０８）および他の外側導磁体（２０８）が、環状の発電コイル（１０４）
および他の環状の発電コイル（２０４）を通過するとき電気エネルギーを発生し、環状の
発電コイル（１０４）および他の環状の発電コイル（２０４）が同位相の電圧を作り、
　ハウジング内部の円筒空間（１１４）はモーションブロックアセンブリ（２０６）の周
辺を収容し相対的に軸方向に変位させ、かつモーションブロックアセンブリ（２０６）と
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ハウジング（１００）の内部にある円筒空間（１１４）に内壁との間に第二バッファー体
（１１３）を設置し、モーションブロックアセンブリ（２０６）が軸方向に変位するとき
、緩衝することを特徴とする請求項１に記載の往復振動式発電装置。
【請求項５】
　環状の発電コイル（１０４）、および、軸方向において当該環状の発電コイル（１０４
）と離間している他の環状の発電コイル（２０４）により構成され、環状の発電コイル（
１０４）および他の環状の発電コイル（２０４）の内部で柱形磁石（１０７）および他の
柱形磁石（２０７）とカップリングし、環状の発電コイル（１０４）および他の環状の発
電コイル（２０４）の外部で柱形磁石（１０７）と相対的に同じ極性である外側磁石（１
１７）および他の外側磁石（２１７）とカップリングし、
　ハウジング（１００）は、弱導磁性および弱導電性材料により構成され、中空の円筒形
を呈し、かつ内部の一端は内部に向かって一つの環状巻線コネクタ（１０１）を延伸し、
その末端は延伸して環状の発電コイル（１０４）と結合し、更に他の環状巻線コネクタ（
２０１）と結合し、また延伸して他の環状の発電コイル（２０４）と結合し、その環状巻
線コネクタ（１０１）とハウジング（１００）の内孔との間に環状空間（１０３）を備え
、環状巻線コネクタ（１０１）の中心に円孔状空間（１０２）を備え、環状の発電コイル
（１０４）および他の環状の発電コイル（２０４）を並列接続し、または直列接続するこ
とにより発電電圧を加え、環状の発電コイル（１０４）および他の環状の発電コイル（２
０４）毎に出力導線（１０５）を設けることにより、環状の発電コイル（１０４）および
他の環状の発電コイル（２０４）の発電電気エネルギーを外部に出力し、
　モーションブロックアセンブリ（２０６）は、弱導磁性および弱導電性材料により構成
され、カップ構造（１１０）により構成され、外側磁石（１１７）、およびカップ構造の
分割リング（２１０）と結合し、延伸して他の外側磁石（２１７）と結合し、カップ構造
（１１０）の中に中柱（１０９）を有し、柱形磁石（１０７）、および他のモーションブ
ロックの中柱（２０９）と結合し、延伸して他の柱形磁石（２０７）と結合し、モーショ
ンブロックの中柱（１０９）の周りはモーションブロックのカップ構造（１１０）と内部
の環状空間（１１１）を形成することにより、環状の発電コイル（１０４）および他の環
状の発電コイル（２０４）と他の環状巻線コネクタ（２０１）および環状巻線コネクタ（
１０１）とを収容し、相対的に軸方向に変位させ、環状巻線コネクタ（１０１）と他の環
状巻線コネクタ（２０１）の円孔状空間（１０２）は柱形磁石（１０７）および他の柱形
磁石（２０７）、モーションブロックの中柱（１０９）および他のモーションブロックの
中柱（２０９）を収容し、相対的に軸方向に変位させ、
　環状巻線コネクタ（１０１）の円孔状空間（１０２）とハウジング（１００）内壁との
間に第一バッファー体（１１２）を設置し、モーションブロックの中柱（１０９）および
他のモーションブロックの中柱（２０９）と柱形磁石（１０７）および他の柱形磁石（２
０７）と外側磁石（１１７）および他の外側磁石（２１７）とが軸方向に変位するとき、
緩衝し、
　柱形磁石（１０７）および他の柱形磁石（２０７）と外側磁石（１１７）および他の外
側磁石（２１７）とが他のモーションブロックの中柱（２０９）により隔てる間隔と、環
状の発電コイル（１０４）および他の環状の発電コイル（２０４）を通して他の環状巻線
コネクタ（２０１）を隔てる間隔とは、モーションブロックが軸方向に往復振動中におい
て、柱形磁石（１０７）および他の柱形磁石（２０７）と外側磁石（１１７）および他の
外側磁石（２１７）が、環状の発電コイル（１０４）および他の環状の発電コイル（２０
４）を通過するとき電気エネルギーを発生し、環状の発電コイル（１０４）および他の環
状の発電コイル（２０４）が同位相の電圧を作り、
　ハウジング内部の円筒空間（１１４）はモーションブロックアセンブリ（２０６）の周
辺を収容し相対的に軸方向に変位させ、かつモーションブロックアセンブリ（２０６）と
ハウジング（１００）の内部にある円筒空間（１１４）に内壁との間に第二バッファー体
（１１３）を設置し、モーションブロックアセンブリ（２０６）が軸方向に変位するとき
、緩衝し、
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　柱形磁石（１０７）と他の柱形磁石（２０７）の二者は、環状の発電コイル（１０４）
の磁極面に相対して、外側磁石（１１７）と他の外側磁石（２１７）に相対的に他の環状
の発電コイル（２０４）の磁極面に相対して同極性を有することを特徴とする請求項２に
記載の往復振動式発電装置。
【請求項６】
　柱形磁石（１０７）と外側磁石（１１７）は、環状の発電コイル（１０４）の磁極面に
相対して、及び他の柱形磁石（２０７）と他の外側磁石（２１７）が他の環状の発電コイ
ル（２０４）の磁極面に相対して異なる極性を有することを特徴とする請求項５に記載の
往復振動式発電装置。
【請求項７】
　設置される柱形磁石（１０７）および他の柱形磁石（２０７）、環状の発電コイル（１
０４）および他の環状の発電コイル（２０４）、外側導磁体（１０８）および他の外側導
磁体（２０８）は、全て２個以上により構成されることを特徴とする請求項４に記載の往
復振動式発電装置。
【請求項８】
　設置される柱形磁石（１０７）および他の柱形磁石（２０７）、環状の発電コイル（１
０４）および他の環状の発電コイル（２０４）、外側磁石（１１７）および他の外側磁石
（２１７）は、全て２個以上により構成されることを特徴とする請求項５に記載の往復振
動式発電装置。
【請求項９】
　設置される柱形磁石（１０７）および他の柱形磁石（２０７）、環状の発電コイル（１
０４）および他の環状の発電コイル（２０４）、外側磁石（１１７）および他の外側磁石
（２１７）は、全て２個以上により構成されることを特徴とする請求項６に記載の往復振
動式発電装置。
【請求項１０】
　設置される柱形磁石（１０７）および他の柱形磁石（２０７）、外側導磁体（１０８）
および他の外側導磁体（２０８）、全て２個以上により構成され、かつ環状の発電コイル
（１０４）は１個により構成されることを特徴とする請求項４に記載の往復振動式発電装
置。
【請求項１１】
　設置される柱形磁石（１０７）および他の柱形磁石（２０７）、外側磁石（１１７）お
よび他の外側磁石（２１７）は、全て２個以上により構成され、かつ環状の発電コイル（
１０４）は１個により構成されることを特徴とする請求項５に記載の往復振動式発電装置
。
【請求項１２】
　設置される柱形磁石（１０７）および他の柱形磁石（２０７）、外側磁石（１１７）お
よび他の外側磁石（２１７）は、全て２個以上により構成され、かつ環状の発電コイル（
１０４）は１個により構成されることを特徴とする請求項６に記載の往復振動式発電装置
。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本革新的発明は軸方向に往復振動する振動発電装置の一種であって、柱形磁石が環状の
発電コイルを通過する外側に外側導磁体を設置することにより、柱形磁石の磁極間が環状
の発電コイルを通過する磁気抵抗を減らし、柱形磁石と外側導磁体を一緒にモーションブ
ロックアセンブリ（１０６）に結合し、かつ同期に軸方向に移動することにより、環状の
発電コイルを通過し、更にレンツの法則の効果により、環状の発電コイルにより電気エネ
ルギーを作る。
【背景技術】
【０００２】
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　従来の軸方向に往復振動する振動発電装置は、円柱形磁石が軸方向に環状の発電コイル
とカップリングすることを通して、軸方向に振動変位させることにより、発電用コイルが
レンツの法則の効果を通して、電気エネルギーを作る。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００５－２７３４９７
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかし、その円柱形磁石と環状の発電コイルの結合磁力線は、空気によって伝導すると
、磁気抵抗が大きいために、相対的に発電電気エネルギーの電圧が低くなることはその欠
点である。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明は円柱形かつ軸方向に異なる極性である磁極の柱形磁石を備え、及びその外部の
外側導磁体に覆われ、両者をモーションブロックアセンブリ（１０６）に結合し、かつ同
軸心に隣り合って配置し、磁路を構成することにより、同期に軸方向に変位させ、柱形磁
石の外径は外側導磁体の内径より小さく、また一つの環状隙間を持ち、環状の発電コイル
を通過させ、二者が軸方向に往復する相対的に軸方向に変位振動するとき、レンツの法則
の効果により、環状の発電コイルが電気エネルギーを作る。
【図面の簡単な説明】
【０００６】
【図１】本発明の環状の発電コイル（１０４）の内部で柱形磁石（１０７）とカップリン
グし、外部で外側導磁体（１０８）とカップリングする実施例の構造模式図を示す。
【図２】図１のＩＩ－ＩＩ線の断面図を示す。
【図３】本発明の環状の発電コイル（１０４）内部で柱形磁石（１０７）とカップリング
し、外部で柱形磁石（１０７）と相対的に同じ極性である外側磁石（１１７）とカップリ
ングする実施例の構造模式図を示す。
【図４】本発明の環状の発電コイル（１０４）の内部で柱形磁石（１０７）とカップリン
グし、外部で柱形磁石（１０７）と相対的に異なる極性である外側磁石（１１７）とカッ
プリングする実施例の構造模式図を示す。
【図５】本発明は複数段の環状の発電コイル（１０４）、（２０４）により構成され、環
状の発電コイル（１０４）、（２０４）の内部で柱形磁石（１０７）、（２０７）とカッ
プリングし、外部で外側導磁体（１０８）、（２０８）とカップリングする実施例の構造
模式図を示す。
【図６】本発明は複数段の環状の発電コイル（１０４）、（２０４）により構成され、環
状の発電コイル（１０４）、（２０４）の内部で柱形磁石（１０７）、（２０７）とカッ
プリングし、外部で複数段の柱形磁石（１０７）と相対的に同じ極性である外側磁石（１
１７）、（２１７）とカップリングする実施例の構造模式図を示す。
【図７】本発明は複数段の環状の発電コイル（１０４）、（２０４）により構成され、環
状の発電コイル（１０４）、（２０４）の内部で柱形磁石（１０７）、（２０７）とカッ
プリングし、外部で複数段の柱形磁石（１０７）に相対して異なる極性の外側磁石（１１
７）、（２１７）とカップリングする実施例の構造模式図を示す。
【発明を実施するための形態】
【０００７】
　以下、本発明の実施形態を図面に基づいて説明する。
（第１実施形態）
　本発明の第１実施形態は、円柱形かつ軸方向に異なる極性である磁極の柱形磁石を備え
、及びその外部の外側導磁体に覆われ、両者をモーションブロックアセンブリ（１０６）
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に結合し、かつ同軸心に隣り合って配置し、磁路を構成することにより、同期に軸方向に
変位させ、柱形磁石の外径は外側導磁体の内径より小さく、また一つの環状隙間を持ち、
環状の発電コイルを通過させ、二者が軸方向に往復する相対的に軸方向に変位振動すると
き、レンツの法則の効果により、環状の発電コイルが電気エネルギーを作る。
　本実施形態は軸方向に振動発電装置の一種であって、柱形磁石が環状の発電コイルを通
過する外側に外側導磁体を設置することにより、柱形磁石の磁極間が環状の発電コイルを
通過する磁気抵抗を減らし、柱形磁石と外側導磁体を一緒にモーションブロックアセンブ
リ（１０６）に結合し、かつ同期に軸方向に移動することにより、環状の発電コイルを通
過し、更にレンツの法則の効果により、環状の発電コイルにより電気エネルギーを作る。
【０００８】
　図１に本発明の環状の発電コイル（１０４）の内部で柱形磁石（１０７）とカップリン
グし、外部で外側導磁体（１０８）とカップリングする実施例の構造模式図を示す。
　図２に図１の断面図を示す。
　図１、図２の主な構成は下記の通りである。
【０００９】
　ハウジング（１００）：弱導磁性および弱導電性材料により構成され、中空の円筒形を
呈し、かつ内部の一端は内部に向かって一つの環状巻線コネクタ（１０１）を延伸し、そ
の末端は延伸して環状の発電コイル（１０４）と連結し、その環状巻線コネクタ（１０１
）とハウジング（１００）の内孔との間に環状空間（１０３）を備え、環状巻線コネクタ
（１０１）の中心に円孔状空間（１０２）を備え、環状の発電コイル（１０４）に出力導
線（１０５）を設けることにより、環状の発電コイル（１０４）の発電電気エネルギーを
外部に出力する。
【００１０】
　モーションブロックアセンブリ（１０６）：弱導磁性および弱導電性材料により構成さ
れ、モーションブロックのカップ構造（１１０）を備え、外側導磁体（１０８）と結合し
、モーションブロックのカップ構造（１１０）の中にモーションブロックの中柱（１０９
）と結合する柱形磁石（１０７）を設け、かつモーションブロックの中柱（１０９）の周
りはモーションブロックのカップ構造（１１０）とモーションブロック内部の環状空間（
１１１）を形成することにより、環状の発電コイル（１０４）と環状巻線コネクタ（１０
１）を相対的に軸方向に変位させ、かつ環状巻線コネクタ（１０１）の円孔状空間（１０
２）と柱形磁石（１０７）、モーションブロックの中柱（１０９）を相対的に軸方向に変
位させる。
【００１１】
　環状巻線コネクタ（１０１）の円孔状空間（１０２）とハウジング（１００）内壁との
間に第一バッファー体（１１２）を設置し、モーションブロックアセンブリ（１０６）の
中心柱体（１０９）と柱形磁石（１０７）と外側導磁体（１０８）が軸方向に変位すると
き、緩衝する。
【００１２】
　上述した柱形磁石（１０７）は外側導磁体（１０８）が軸方向に往復振動し、環状の発
電コイル（１０４）を通過するとき、環状の発電コイル（１０４）が発電効果を発揮する
。
【００１３】
　ハウジング（１００）のハウジング内部の円筒空間（１１４）とモーションブロックア
センブリ（１０６）の周辺を相対的に軸方向に変位させ、かつモーションブロックアセン
ブリ（１０６）とハウジング（１００）の内部にある円筒空間（１１４）に内壁との間に
第二バッファー体（１１３）を設置し、モーションブロックアセンブリ（１０６）が軸方
向に変位するとき、緩衝する。
【００１４】
（第２実施形態）
　図３に本発明の環状の発電コイル（１０４）内部で柱形磁石（１０７）とカップリング
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し、外部で柱形磁石（１０７）と相対的に同じ極性である外側磁石（１１７）とカップリ
ングする実施例の構造模式図を示す。
　図３の断面図は図２と同じである。
　図３の主な構成は下記の通りである。
【００１５】
　ハウジング（１００）：弱導磁性および弱導電性材料により構成され、中空の円筒形を
呈し、かつ内部の一端は内部に向かって一つの環状巻線コネクタ（１０１）を延伸し、そ
の末端は延伸して環状の発電コイル（１０４）と連結し、その環状巻線コネクタ（１０１
）とハウジング（１００）の内孔との間に環状空間（１０３）を備え、環状巻線コネクタ
（１０１）の中心に円孔状空間（１０２）を備え、環状の発電コイル（１０４）に出力導
線（１０５）を設けることにより、環状の発電コイル（１０４）の発電電気エネルギーを
外部に出力する。
【００１６】
　モーションブロックアセンブリ（１０６）：弱導磁性および弱導電性材料により構成さ
れ、モーションブロックのカップ構造（１１０）を備え、外側磁石（１１７）と結合し、
モーションブロックのカップ構造（１１０）の中にモーションブロックの中柱（１０９）
と結合する柱形磁石（１０７）を設け、かつモーションブロックの中柱（１０９）の周り
はモーションブロックのカップ構造（１１０）とモーションブロック内部の環状空間（１
１１）を形成することにより、環状の発電コイル（１０４）と環状巻線コネクタ（１０１
）を相対的に軸方向に変位させ、かつ環状巻線コネクタ（１０１）の円孔状空間（１０２
）と柱形磁石（１０７）とモーションブロックの中柱（１０９）を相対的に軸方向に変位
させる。
【００１７】
　環状巻線コネクタ（１０１）の円孔状空間（１０２）とハウジング（１００）内壁との
間に第一バッファー体（１１２）を設置し、モーションブロックの中柱（１０９）と柱形
磁石（１０７）と外側導磁体（１０８）が軸方向に変位するとき、緩衝する。
【００１８】
　上述した柱形磁石（１０７）は外側磁石（１１７）が軸方向に往復振動し、環状の発電
コイル（１０４）を通過するとき、環状の発電コイル（１０４）が発電効果を発揮する。
【００１９】
　ハウジング（１００）のハウジング内部の円筒空間（１１４）とモーションブロックア
センブリ（１０６）の周辺を相対的に軸方向に変位させ、かつモーションブロックアセン
ブリ（１０６）とハウジング（１００）の内部にある円筒空間（１１４）に内壁との間に
第二バッファー体（１１３）を設置し、モーションブロックアセンブリ（１０６）が軸方
向に変位するとき、緩衝する。
　柱形磁石（１０７）と柱形磁石（２０７）は、環状の発電コイル（１０４）の磁極面に
相対して同極性であることを含む。または図４に示す通りである。
【００２０】
　柱形磁石（１０７）と柱形磁石（２０７）は、環状の発電コイル（１０４）の磁極面と
相対的に異なる極性であることを含む。図４に本発明の環状の発電コイル（１０４）の内
部で柱形磁石（１０７）とカップリングし、外部で柱形磁石（１０７）と相対的に異なる
極性である外側磁石（１１７）とカップリングする実施例の構造模式図を示す。図４の断
面図は図２と同じである。
【００２１】
（第３実施形態）
　図５に本発明は複数段の環状の発電コイル（１０４）、（２０４）により構成され、環
状の発電コイル（１０４）、（２０４）の内部で柱形磁石（１０７）、（２０７）とカッ
プリングし、外部で外側導磁体（１０８）、（２０８）とカップリングする実施例の構造
模式図を示す。
　図５の断面図は図２と同じである。
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　図５の主な構成は下記の通りである。
【００２２】
　ハウジング（１００）：弱導磁性および弱導電性材料により構成され、中空の円筒形を
呈し、かつ内部の一端は内部に向かって一つの環状巻線コネクタ（１０１）を延伸し、そ
の末端は延伸して環状の発電コイル（１０４）と結合し、更に環状巻線コネクタ（２０１
）と結合し、また延伸して環状の発電コイル（２０４）と結合し、その環状巻線コネクタ
（１０１）とハウジング（１００）の内孔との間に環状空間（１０３）を備え、環状の発
電コイル（１０４）、（２０４）を同極になるように並列接続し、または直列接続するこ
とにより発電電圧を加え、出力導線（１０５）を設けることにより、環状の発電コイル（
１０４）、（２０４）の発電電気エネルギーを外部に出力する。
【００２３】
　モーションブロックアセンブリ（２０６）：弱導磁性および弱導電性材料により構成さ
れ、モーションブロックのカップ構造（１１０）を備え、外側導磁体（１０８）と結合し
、またカップ構造の分割リング（２１０）と再結合し、更に延伸して外側導磁体（２０８
）と結合し、モーションブロックのカップ構造（１１０）の中にモーションブロックの中
柱（１０９）と結合する柱形磁石（１０７）を設け、かつモーションブロックの中柱（２
０９）と結合し、更に延伸して柱形磁石（２０７）と結合し、かつモーションブロックの
中柱（１０９）の周りはモーションブロックのカップ構造（１１０）とモーションブロッ
ク内部の環状空間（１１１）を形成することにより、環状の発電コイル（１０４）、（２
０４）と環状巻線コネクタ（２０１）と環状巻線コネクタ（１０１）を相対的に軸方向に
変位させ、かつ環状巻線コネクタ（１０１）と環状巻線コネクタ（２０１）の円孔状空間
（１０２）と柱形磁石（１０７）、（２０７）、モーションブロックの中柱（１０９）、
（２０９）を相対的に軸方向に変位させる。
【００２４】
　環状巻線コネクタ（１０１）の円孔状空間（１０２）とハウジング（１００）内壁との
間に第一バッファー体（１１２）を設置し、モーションブロックの中柱（１０９）、（２
０９）と柱形磁石（１０７）、（２０７）と外側導磁体（１０８）、（２０８）が軸方向
に変位するとき、緩衝する。
【００２５】
　上述した柱形磁石（１０７）と柱形磁石（２０７）を通してモーションブロックの中柱
（２０９）を隔てる間隔と環状の発電コイル（１０４）と環状の発電コイル（２０４）を
通して環状巻線コネクタ（２０１）を隔てる間隔は、柱形磁石（１０７）と柱形磁石（２
０７）と外側導磁体（１０８）と外側導磁体（２０８）が軸方向に往復振動し、環状の発
電コイル（１０４）と環状の発電コイル（２０４）を通過するとき、環状の発電コイル（
１０４）と環状の発電コイル（２０４）が同位相の電圧を作る。
【００２６】
　ハウジング（１００）のハウジング内部の円筒空間（１１４）とモーションブロックア
センブリ（２０６）の周辺を相対的に軸方向に変位させ、かつモーションブロックアセン
ブリ（２０６）とハウジング（１００）の内部にある円筒空間（１１４）に内壁との間に
第二バッファー体（１１３）を設置し、モーションブロックアセンブリ（２０６）が軸方
向に変位するとき、緩衝する。
【００２７】
（第４実施形態）
　図６に本発明は複数段の環状の発電コイル（１０４）、（２０４）により構成され、環
状の発電コイル（１０４）、（２０４）の内部で柱形磁石（１０７）、（２０７）とカッ
プリングし、外部で複数段の柱形磁石（１０７）と相対的に同じ極性である外側磁石（１
１７）、（２１７）とカップリングする実施例の構造模式図を示す。
　図６の断面図と図２と同じである。
　図６の主な構成は下記の通りである。
【００２８】
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　ハウジング（１００）：弱導磁性および弱導電性材料により構成され、中空の円筒形を
呈し、かつ内部の一端は内部に向かって一つの環状巻線コネクタ（１０１）を延伸し、そ
の末端は延伸して環状の発電コイル（１０４）と結合し、更に環状巻線コネクタ（２０１
）と結合し、また延伸して環状の発電コイル（２０４）と結合し、その環状巻線コネクタ
（１０１）とハウジング（１００）の内孔との間に環状空間（１０３）を備え、環状巻線
コネクタ（１０１）の中心に円孔状空間（１０２）を備え、環状の発電コイル（１０４）
、（２０４）を同極になるように並列接続し、または直列接続することにより発電電圧を
加え、出力導線（１０５）を設けることにより、環状の発電コイル（１０４）、（２０４
）の発電電気エネルギーを外部に出力する。
【００２９】
　モーションブロックアセンブリ（２０６）：弱導磁性および弱導電性材料により構成さ
れ、モーションブロックのカップ構造（１１０）を備え、外側磁石（１１７）と結合し、
またカップ構造の分割リング（２１０）と再結合し、更に延伸して外側磁石（２１７）と
結合し、モーションブロックのカップ構造（１１０）の中にモーションブロックの中柱（
１０９）と結合する柱形磁石（１０７）を設け、かつモーションブロックの中柱（２０９
）と結合し、更に延伸して柱形磁石（２０７）と結合し、かつモーションブロックの中柱
（１０９）の周りはモーションブロックのカップ構造（１１０）とモーションブロック内
部の環状空間（１１１）を形成することにより、環状の発電コイル（１０４）、（２０４
）と環状巻線コネクタ（２０１）と環状巻線コネクタ（１０１）を相対的に軸方向に変位
させ、かつ環状巻線コネクタ（１０１）と環状巻線コネクタ（２０１）の円孔状空間（１
０２）と柱形磁石（１０７）、（２０７）、モーションブロックの中柱（１０９）、（２
０９）を相対的に軸方向に変位させる。
【００３０】
　環状巻線コネクタ（１０１）の円孔状空間（１０２）とハウジング（１００）内壁との
間に第一バッファー体（１１２）を設置し、モーションブロックの中柱（１０９）、（２
０９）と柱形磁石（１０７）、（２０７）と外側磁石（１１７）、（２１７）が軸方向に
変位するとき、緩衝する。
【００３１】
　上述した柱形磁石（１０７）と柱形磁石（２０７）と外側磁石（１１７）と外側磁石（
２１７）を通してモーションブロックの中柱（２０９）を隔てる間隔と環状の発電コイル
（１０４）と環状の発電コイル（２０４）を通して環状巻線コネクタ（２０１）を隔てる
間隔は、柱形磁石（１０７）と柱形磁石（２０７）と外側磁石（１１７）と外側磁石（２
１７）が軸方向に往復振動し、環状の発電コイル（１０４）と環状の発電コイル（２０４
）を通過するとき、環状の発電コイル（１０４）と環状の発電コイル（２０４）が同位相
の電圧を作る。
【００３２】
　ハウジング（１００）のハウジング内部の円筒空間（１１４）とモーションブロックア
センブリ（２０６）の周辺を相対的に軸方向に変位させ、かつモーションブロックアセン
ブリ（２０６）とハウジング（１００）の内部にある円筒空間（１１４）に内壁との間に
第二バッファー体（１１３）を設置し、モーションブロックアセンブリ（２０６）が軸方
向に変位するとき、緩衝する。
【００３３】
　柱形磁石（１０７）と柱形磁石（２０７）の二者は、環状の発電コイル（１０４）の磁
極面に相対して、外側磁石（１１７）と外側磁石（２１７）に相対的に環状の発電コイル
（２０４）の磁極面に相対して同極性であることを含む。または図７に示す通りである。
【００３４】
　柱形磁石（１０７）と柱形磁石（２０７）は、環状の発電コイル（１０４）の磁極面に
相対して、及び外側磁石（１１７）と外側磁石（２１７）が環状の発電コイル（２０４）
の磁極面に相対して異なる極性であることを含む。図７に本発明は複数段の環状の発電コ
イル（１０４）、（２０４）により構成され、環状の発電コイル（１０４）、（２０４）



(11) JP 5988637 B2 2016.9.7

10

20

30

の内部で柱形磁石（１０７）、（２０７）とカップリングし、外部で複数段の柱形磁石（
１０７）に相対して異なる極性の外側磁石（１１７）、（２１７）とカップリングする実
施例の構造模式図を示す。図７の断面図と図２と同じである。
【００３５】
　前述した図５の実施例に設置される柱形磁石（１０７）、柱形磁石（２０７）、環状の
発電コイル（１０４）、環状の発電コイル（２０４）、外側導磁体（１０８）、外側導磁
体（２０８）は、全て２個以上により構成される。
【００３６】
　前述した図６、７の実施例に設置される柱形磁石（１０７）、柱形磁石（２０７）、環
状の発電コイル（１０４）、環状の発電コイル（２０４）、外側磁石（１１７）、外側磁
石（２１７）は、全て２個以上により構成される。
【００３７】
　前述した図５の実施例に設置される柱形磁石（１０７）、柱形磁石（２０７）、外側導
磁体（１０８）、外側導磁体（２０８）、全て２個以上により構成され、かつ環状の発電
コイル（１０４）は１個により構成される。
【００３８】
　前述した図６、７の実施例に設置される柱形磁石（１０７）、柱形磁石（２０７）、外
側磁石（１１７）、外側磁石（２１７）は、全て２個以上により構成され、かつ環状の発
電コイル（１０４）は１個により構成される。
【符号の説明】
【００３９】
（１００）：ハウジング
（１０１）：環状巻線コネクタ
（１０２）：円孔状空間
（１０３）：環状空間
（１０４）、（２０４）：環状の発電コイル
（１０５）：出力導線
（１０６）、（２０６）：モーションブロックアセンブリ
（１０７）、（２０７）：柱形磁石
（１０８）、（２０８）：外側導磁体
（１０９）、（２０９）：モーションブロックの中柱
（１１０）：モーションブロックのカップ構造
（１１１）：モーションブロック内部の環状空間
（１１２）：第一バッファー体
（１１３）：第二バッファー体
（１１４）：ハウジング内部の円筒空間
（１１７）、（２１７）：外側磁石
（２０１）：環状巻線コネクタ
（２１０）：カップ構造の分割リング
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